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◆
被
爆
県
ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
戦
争
加
担
に
抗
す
る
闘
い

　

岩
国
で
は
、
八
月
一
九
日
か
ら
九
月
二
日
ま
で
愛
宕
山
開
発
事
業
の
中
止
案
に

つ
い
て
の
住
民
に
対
す
る
縦
覧
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
止
案
に
は
「
愛
宕
山
開
発

事
業
を
中
止
し
、
国
に
売
却
す
る
」
こ
と
の
み
で
、
国
が
売
却
し
た
後
の
計
画
に
つ

い
て
は
何
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
八
月
一
八
日
の
新
聞
報
道
に
よ

り
、
四
月
七
日
の
時
点
で
、
国
が
岩
国
市
に
対
し
て
愛
宕
山
に
米
軍
住
宅
を
建
て
る

こ
と
を
打
診
し
て
お
り
、
し
か
も
、
そ
の
こ
と
を
八
月
の
知
事
選
ま
で
は
公
に
し
な

い
よ
う
に
と
の
指
示
ま
で
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
岩
国
市
が
そ
れ
を
受
け

て
内
部
協
議
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
岩
国
市
は
そ
の

報
道
に
対
し
て
「
正
式
な
文
章
か
は
断
定
で
き
な
い
」
と
は
ぐ
ら
か
し
続
け
て
お
り
、
何
人
か

の
岩
国
市
民
が
情
報
開
示
請
求
を
行
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
そ
れ
に
も
こ
た
え
て
い
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
岩
国
市
の
都
市
計
画
審
議
会
は
愛
宕
山
開
発
事
業
の
中
止
を
認
め
る
答
申

を
出
し
た
。
そ
の
よ
う
な
行
政
の
あ
り
よ
う
に
対
し
て
、
愛
宕
山
を
守
る
市
民
連
絡
協
議
会
が

「
愛
宕
山
に
米
軍
住
宅
は
い
ら
な
い
！
」
と
い
う
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
る
な
ど
、
今
も
反
対
の
声

を
上
げ
続
け
て
い
る

　

九
月
二
五
日
に
原
子
力
空
母
ジ
ョ
ー
ジ
ワ
シ
ン
ト
ン
が
横
須
賀
に
入
港
す
る
と
い
う
知
ら
せ

を
受
け
、
そ
の
空
母
の
艦
載
機
が
岩
国
に
移
駐
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
れ
は
岩
国

の
問
題
で
あ
る
と
し
て
、
広
島
と
し
て
も
、
被
爆
地
ヒ
ロ
シ
マ
と
し
て
は
「
ヒ
バ
ク
」
の
実
相

を
知
る
立
場
と
し
て
「
動
く
原
発
」
で
あ
る
原
子
力
空
母
の
配
備
は
許
す
こ
と
が
で
き
な
い
と

呉
か
ら
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
車
で
運
び
、
当
日
の
平
和
船
団
に
呉
、
岩
国
、
広
島
か
ら
参
加
し
た
。

　

現
在
「
新
テ
ロ
特
措
法
改
正
案
」
が
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
「
テ
ロ
特
措

法
」「
補
給
支
援
特
措
法
」
に
よ
る
補
給
支
援
活
動
の
重
要
な
部
分
を
担
っ
て
き
た
の
は
呉
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
呉
か
ら
補
給
艦
「
と
わ
だ
」
が
５
回
、
イ
ン
ド
洋
に
派
兵
さ
れ
て
い
る
。
し

か
も
、
次
に
ま
た
補
給
艦
「
と
わ
だ
」
が
呉
か
ら
派
兵
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
も
、
こ
れ

以
上
わ
た
し
た
ち
の
街
か
ら
海
上
自
衛
隊
を
イ
ン
ド
洋
に
派
兵
し
て
は
な
ら
な
い
と
、
呉
で
平

和
船
団
を
出
し
、
広
島
で
街
頭
行
動
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
矢
先
に
一
〇
月
三
一
日
の
新
聞
に

お
い
て
、
恐
れ
て
い
た
通
り
、
一
一
月
一
〇
日
に
補
給
艦
「
と
わ
だ
」
が
派

兵
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
以
上
、
被
爆
県
ヒ
ロ

シ
マ
か
ら
戦
争
に
加
担
し
な
い
た
め
に
も
テ
ロ
特
措
法
の
廃
案
と
海
外
派
兵

恒
久
法
を
制
定
さ
せ
な
い
た
め
に
声
を
上
げ
続
け
て
い
く
。

（
大
月
純
子
／
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
広
島
・
呉
・
岩
国
）

定

点

広島・呉・岩国

◆
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
発
行

『
原
子
力
空
母
は
ほ
ん
と
う
に
安
全
か
？ 

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
』

［
内
容
］
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
太
平
洋
上
で
火
災
事
故
／
火
は
な
ぜ80

区
画
に
も
燃
え

広
が
っ
た
の
か
／
原
発
と
海
軍
原
子
炉
は
兄
弟
／
放
射
能
事
故
は
実
際
に
起
き
て
い
る
／

原
子
炉
の
安
全
点
検
を
行
わ
ず
、
点
検
記
録
も
改
ざ
ん
／
す
で
に
被
曝
事
故
も
／
放
射
能

事
故
年
表
／
事
故
か
く
し
？
／
ふ
た
つ
の
原
子
炉
が
緊
急
停
止
／
過
密
な
浦
賀
水
道
を
海

軍
の
原
子
炉
が
横
切
る
／
そ
し
て
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
／
市
民
は
あ
き
ら
め
て
は

い
な
い
／
配
備
反
対
の
市
民
も
70
％
を
超
え
た
／
基
地
の
町
で
は
な
い
横
須
賀　

な
ど

発
行
◎
住
民
投
票
を
成
功
さ
せ
る
会

編
集
◎
成
功
さ
せ
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会
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キ
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集
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力
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修
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久
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ん
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年
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５
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判
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全
頁
カ
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印
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頒
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０
０
円

連
絡
先
◎
原
子
力
空
母
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
を
成
功
さ
せ
る
会
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◆
「
防
衛
疑
獄
」
を
め
ぐ
る
集
会　
　

　
「
グ
ル
ー
プ　

武
器
を
つ
く
る
な
！
売
る
な
！
」
の
主
催
に
よ
る
、

「『
防
衛
疑
獄
』
を
追
い
か
け
て
─
─
記
者
が
見
た
軍
需
利
権
の
闇
」

と
題
さ
れ
た
集
会
が
、
一
一
月
一
日
、
東
京
・
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
。

　

講
師
は
、
田
中
み
の
る
さ
ん
。
田
中
さ
ん
は
、「
社
会
新
報
」
編
集
部
の
記
者
で
、

『
国
策
防
衛
企
業　

三
菱
重
工
の
正
体
』（
株
式
会
社
金
曜
日
刊
、
〇
八
年
三
月
）
の
共

著
者
な
ど
、
軍
事
産
業
、
防
衛
疑
獄
に
関
す
る
取
材
を
長
年
続
け
て
き
て
い
る
。
特

に
、
二
〇
〇
三
年
前
後
か
ら
は
、
日
米
安
保
戦
略
会
議
と
そ
の
主
催
者
で
あ
る
日
米
平

和・文
化
交
流
協
会
に
注
目
し
、
日
米
軍
需
産
業
と
防
衛
族
議
員
を
つ
な
ぐ
フ
ィ
ク
サ
ー

と
し
て
動
く
、
秋
山
直
紀
（
日
米
平
和
・
文
化
交
流
協
会
専
務
理
事
。
脱
税
容
疑
で
、

逮
捕
）
な
ど
を
中
心
に
取
材
を
重
ね
て
き
て
い
る
。

　

集
会
で
は
、
田
中
さ
ん
が
取
材
の
中
で
収
集
し
た
詳
細
な
資
料
を
提
示
し
な
が
ら
、

防
衛
利
権
の
構
造
に
つ
い
て
講
演
。
焦
点
の
大
き
な
一
つ
は
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
の
導
入

に
あ
っ
て
、
そ
こ
に
向
け
て
、
秋
山
の
ダ
ミ
ー
会
社
（
ア
ド
バ
ッ
ク
社
、
米
国
防
長
官

顧
問
の
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
が
役
員
）、
日
米
平
和
・
文
化
交
流
協
会
、
安
全
保
障
議
員
協

議
会
（
石
破
、
久
間
、
前
原
な
ど
防
衛
族
の
集
ま
り
）
─
─
こ
の
３
団
体
は
、
一
室
に

同
居
し
て
い
た
─
─
が
道
筋
を
つ
け
、
〇
三
年
一
二
月
の
Ｍ
Ｄ
導
入
閣
議
決
定
（
小
泉

内
閣
）
へ
導
い
て
い
っ
た
。
Ｍ
Ｄ
導
入
は
、
そ
の
予
算
規
模
（
数
兆
円
）
だ
け
で
な
く
、

武
器
輸
出
三
原
則
や
宇
宙
平
和
利
用
に
対
す
る
突
破
口
と
し
て
も
、
防
衛
産
業
に
と
っ

て
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
、
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
今
度
の
総
選
挙
で
は
、
本
来
で

あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
導
入
が
争
点
に
な
る
べ
き
で
、
こ
う
し
た
問
題
が
、

日
米
の
一
部
の
防
衛
族
議
員
、
軍
需
産
業
関
係
者
の
み
で
決
め
ら
れ
て
い
く
状
況
に
、

強
く
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　

さ
ら
に
、
最
近
刊
行
さ
れ
た
秋
山
の
著
書
『
防
衛
疑
獄
』
は
、
九
〇
％
ウ
ソ
で
あ
る
。

遺
棄
化
学
兵
器
処
理
問
題
の
外
務
省
ル
ー
ト
や
防
衛
装
備
の
国
産
化
な
ど
、

不
正
や
無
駄
（
コ
ス
ト
高
）
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
自
分
が
そ
の

利
権
に
食
い
込
む
た
め
に
言
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
、
と
喝
破
。

　

田
中
さ
ん
の
綿
密
な
取
材
と
筋
の
通
っ
た
主
張
を
重
ね
た
話
で
、
充
実
し

た
集
会
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
梶
野　

宏
／
反
安
保
実
）

◆
未
明
離
陸
と
米
兵
余
暇
の
軽
飛
行
機

　

相
変
わ
ら
ず
嘉
手
納
飛
行
場
か
ら
の
Ｆ
15
戦
闘
機
の
未
明
離
陸
が

住
民
の
眠
り
を
妨
げ
て
い
る
が
夜
間
も「
子
ど
も
が
泣
き
や
ま
な
い
」、

「
窓
ガ
ラ
ス
が
揺
れ
て
恐
い
」
な
ど
苦
情
が
集
中
す
る
。
エ
ン
ジ
ン
調
整
音
と
燃
料
臭

が
ひ
ど
く
小
学
校
で
は
吐
き
気
を
訴
え
る
子
も
出
て
窓
が
開
け
ら
れ
な
い
状
況
だ
。

　

常
駐
機
に
加
え
て
外
来
機
も
多
く
、
町
議
会
が
そ
の
状
況
を
糾
す
と
防
衛
局
は
「
こ

ち
ら
か
ら
米
軍
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
は
な
い
」
と
言
い
、
米
軍
の
少
佐
は
「
問
い
合

わ
せ
が
あ
れ
ば
情
報
提
供
す
る
」
と
言
う
。
ど
ち
ら
が
本
当
な
ん
だ
か
？　

弄
ば
れ
て

い
る
よ
う
だ
。
そ
う
言
え
ば
防
衛
局
は
嘉
手
納
に
引
っ
越
し
た
ん
だ
っ
け
！　

少
し
は

住
民
の
気
持
ち
が
分
か
る
か
し
ら
？

　

一
〇
月
二
四
日
は
カ
デ
ナ
所
属
の
空
軍
兵
の
乗
っ
た
軽
飛
行
機
が
名
護
市
の
キ
ビ
畑

に
墜
落
、
大
破
し
て
周
辺
の
畑
が
燃
え
、
停
電
騒
ぎ
も
起
こ
し
た
。
県
警
は
航
空
危
険

行
為
処
罰
法
違
反
容
疑
で
捜
査
方
針
を
決
め
た
が
三
時
間
程
度
の
現
場
検
証
の
後
、
米

軍
は
機
体
を
「
空
軍
の
所
有
物
で
あ
る
」
と
持
ち
去
っ
た
。
こ
の
間
、
地
主
も
地
域
住

民
も
入
れ
な
か
っ
た
の
は
勿
論
の
こ
と
。
沖
国
大
の
時
と
同
じ
よ
う
に
見
え
て
更
に
後

退
し
て
い
る
の
は
、
〇
五
年
に
民
間
地
に
お
け
る
事
故
に
つ
い
て
事
故
機
は
米
軍
が
管

理
す
る
と
日
米
両
政
府
が
合
意
し
て
い
る
こ
と
だ
。

　

県
平
和
委
員
会
の
飛
行
調
査
で
は
、
カ
デ
ナ
発
着
の
飛
行
機
数
に
占
め
る
軽
飛
行
機

の
割
合
は
、
約
一
二
％
に
上
り
、
訓
練
が
休
み
に
な
る
金
曜
午
後
に
突
出
し
て
多
く
、

土
日
は
セ
ス
ナ
天
国
の
様
で
あ
る
と
言
う
。
住
民
は
戦
闘
機
の
み
な
ら
ず
公
務
外
の
米

兵
の
余
暇
に
ま
で
付
合
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
「
米
軍
再
編
」
中
間
報
告
か
ら
三
年
を
迎
え
て
、
陸
自
の
Ｃ
・
ハ
ン
セ
ン
で
の
共
同

使
用
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
の
カ
デ
ナ
配
備
な
ど
、「
抑
止
力
の
維
持
」
だ
け
が
進
む
。
辺
野
古

新
基
地
建
設
や
海
兵
隊
の
グ
ア
ム
移
転
が
少
し
も
負
担
軽
減
に
繋
が
ら
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
今
、
嘉
手
納
以
南
と
い
わ
ず
に
嘉
手
納
基
地
の
返
還
で
な
く
て
は
辻
褄

が
合
わ
な
い
は
ず
。

（
野
口
裕
子
／
沖
縄
・
一
坪
反
戦
地
主
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
）




